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本紙は、多くの自治会・管理組合等の皆様のご協力により各戸配布されています。
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。
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貴会の趣旨に賛同し、会員として入会を申し込みます。

（ご連絡先電話番号　　　　　－　　　　　）
様

一般会員 年額一口 500円以上

賛助会員 年額一口 1,000円以上

特別会員 年額一口 3,000円以上

〒　  －

裏面の注意事項をお読みください。（ゆうちょ銀行）（承認番号 東 第56155号）
これより下部には何も記入しないでください。

この受領証は、大切に保管してください。

東 京

社会福祉法人稲城市社会福祉協議会

社 会 福 祉 法 人
稲城市社会福祉協議会
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会 員 加 入 の お 願 い
ワンコインで安心・やさしい福祉のまちづくりにご参加ください

社会福祉協議会とは
　社会福祉法に基づき、全国の都道府県と区市町村
にそれぞれ組織されている公共性の高い非営利の民
間団体です。
　稲城市社会福祉協議会では、稲城の実情に応じた
地域福祉活動を行っています。この活動を進めるた
めには、市民の皆様のご理解とご協力が不可欠です。
　会費を納め会員となり、財政面から支援をしてい
ただき、福祉のまちづくりにご参加いただきますよ

　住みよいまちづくりのために自治会への加入もあわせてお願いします。
　詳しくは、稲城市役所総務部総務契約課総務係までお問い合わせください。（電話378−2111）

うお願いいたします。

会費の納入方法
①�例年、自治会を通じて納入いただいている方は、
今年度も同様の方法でお願いします。

②�自治会未加入など①の方法が難し
い方は、下記の払込み用紙により
郵便局にてお振り込みください。
③�当協議会の窓口での納入もできま
す。



い な ぎ 社 協 だ よ り平成28年7月1日

2

第152号

「ふれあいセンター（7か所）の運営」
地域の皆さんの交流の場とし
てボランティアが運営してい
ます。

「ハンディキャブの運行」
歩行が困難な方々の大切な移
動手段となっています。

「広報紙の発行」
当協議会が実施する事業や福
祉に関する情報などをお知ら
せします。

「ボランティアグループなどの活動支援」
ボランティア活動を推進する
ための養成講座や活動の支援
を行います。
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この場所には、何も記載しないでください。

収入印紙
課税相当額以上
貼　　付

印

（ご注意）
•この用紙は、機械で処理します
ので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
•この用紙は、ゆうちょ銀行又は
郵便局の払込機能付きＡＴＭでも
ご利用いただけます。
•この払込書を、ゆうちょ銀行又
は郵便局の涉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り証を必ず
お受け取りください。
•ご依頼人様からご提出いただき
ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
知されます。
•この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。

ずっ
と稲城で暮らしたい

地域のきずなづくり

会 員 　 募 集 中

社会福祉法人
稲城市社会福祉協議会

東京都稲城市百村7番地 稲城市福祉センター内
☎ 042－378－3366　fax 042－378－4999

http://inagishakyo.org/

会員加入はどうして必要なの？
会費や寄付金、歳末たすけあい
運動配分金などの財源を十分に
確保することで、社協が自主性
を発揮し、皆様の声が反映され
た地域福祉活動を提供していく
ことができます。

会員とは、どんなことをするの？
当協議会の理念に賛同し、事業
を資金面から支えていただく
方々です。会費を納めていただ
くことが会員としての「活動（協
力）」の一つであり、地域福祉を
進める大切な「力」となります。

会員になるとメリットはあるの？
具体的なメリットはありません。
会費は、地域福祉を推進する団
体としての社協を財政面から支
えるという「募金・寄付・賛助」
の要素が強く、会費を納めてい
ただくそのものが、地域福祉活
動への参加と捉えております。
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はつらつワーク稲城
（アクティブシニア就業支援センター）
社会福祉法人 稲城市社会福祉協議会

おおむね55歳以上の方の就業支援及び事業主の方からの求人相談窓口です。

〒206－0802　稲城市東長沼2112－1（地域振興プラザ4F）
開所日：月～金（土・日・祝祭日・年末年始を除く）9時～17時

☎042－379－1333

無料職業
紹 介 所

≪会員募集中≫
　市内在住の概ね６０歳以上の健康で働く意欲のある方
は大歓迎です。現在約６００名の会員が市内各所で働い
ています。会員になって生き甲斐のある生活を満喫しま
せんか？先ずは入会説明会にご出席下さい。

○毎月第2火曜日午後1時30分開始
公益社団法人 稲城市シルバー人材センター

稲城市東長沼2112−1 地域振興プラザ3階  ☎377−2212
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収入印紙
課税相当額以上
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印

（ご注意）
•この用紙は、機械で処理します
ので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
•この用紙は、ゆうちょ銀行又は
郵便局の払込機能付きＡＴＭでも
ご利用いただけます。
•この払込書を、ゆうちょ銀行又
は郵便局の涉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り証を必ず
お受け取りください。
•ご依頼人様からご提出いただき
ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
知されます。
•この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。

ずっ
と稲城で暮らしたい

地域のきずなづくり

会 員 　 募 集 中

社会福祉法人
稲城市社会福祉協議会

東京都稲城市百村7番地 稲城市福祉センター内
☎ 042－378－3366　fax 042－378－4999

http://inagishakyo.org/
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日
に
日
に
暑
さ
が
増
し
、
厳
し
い
夏
が
間

近
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
が
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

当
協
議
会
の
平
成
28
年
度
は
「
と
も
に
支

え　

み
ん
な
で
つ
く
る　

思
い
や
り
の
ま
ち
」

と
い
う
基
本
理
念
を
柱
に
、

　

①�

と
も
に
支
え
合
う
地
域
を
つ
く
り
ま
す
。

　

②
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

　

③
市
民
と
歩
む
社
協
を
つ
く
り
ま
す
。

と
い
う
三
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、
基
本

理
念
の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。
長
き
に
わ
た

る
歴
史
の
中
で
役
職
員
の
汗
と
涙
に
支
え
ら

れ
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
『
ず
っ
と
稲
城
で

暮
ら
し
た
い
！
』
を
合
言
葉
に
、
市
民
の
皆

様
に
『
社
協
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
』
と
引
き

続
き
言
っ
て
頂
け
る
存
在
で
あ
り
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
社
協
の
更

な
る
充
実
を
目
指
し
て
誠
心

誠
意
努
力
致
す
所
存
で
す
。

　

当
協
議
会
は
地
域
福
祉
の

充
実
を
大
き
な
目
標
に
、
高

齢
者
並
び
に
障
害
者
、
妊
娠
中
あ
る
い
は
子

育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
事
業
、
更
に
は
定

年
後
の
就
業
支
援
等
々
、
各
種
福
祉
事
業
を

多
角
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
展
開
を
支
え
る
財
源
の
一
部
は
、
社
協

会
員
各
位
の
会
費
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
各

種
募
金
、
ご
寄
付
な
ど
の
浄
財
に
依
存
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
近
年
、
社
協

を
支
え
て
く
だ
さ
る
会
員
が
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
当
協
議
会
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
な

お
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
に
も
、
何
卒
多

く
の
方
々
が
会
員
と
し
て
当
協
議
会
を
支
え

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
い
か
な
る
法
体
制
や
社
会

環
境
の
変
化
が
あ
ろ
う
と
も
、
市
民
の
皆
様

と
共
に
歩
む
社
協
の
姿
勢
に
い
さ
さ
か
の
変

化
も
生
じ
ま
せ
ん
。
い
つ
い
か
な
る
と
き
も

『
頼
り
に
な
る
社
協
』
で
あ
り
続
け
ら
れ
る

よ
う
微
力
な
が
ら
全
力
を
も
っ
て
努
力
致
し

ま
す
の
で
、
前
年
度
に
引
き
続
き
ま
し
て
の

ご
協
力
と
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

稲城市社会福祉協議会 正規職員募集（10月1日採用）
受 付 期 間　�6月20日（月）〜7月8日（金）　※郵送の場合は、7月8日（金）必着です。�

※持参の場合は7月10日（日）まで受付けます。
採用予定者数　１名
応 募 資 格　①昭和56年4月2日以降に生まれた方　
　 　 　 　　②社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士のいずれかの資格を有する方
　 　 　 　　③普通自動車運転免許を有する方（AT車限定可）
第１次試験　7月23日（土）
　詳しくは、実施要項をご確認ください。実施要項は福祉センターで配布するほか、当協議
会のホームページからダウンロードできます。
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ボランティア情報

 7月号
 第361号

平成28年
（2016年）

発　行：社会福祉法人 稲城市社会福祉協議会　ボランティアセンター
所在地：東京都稲城市百村7番地　稲城市福祉センター内／電話：042－378－3800（直通）／FAX：042－378－4999

認定こども園　子どもの森
矢 の 口 幼 稚 園
《子どもの森》チャイルドケアセンター
学童クラブ 子どもの森

設置者：学校法人　子どもの森
Tel：042―377―7654／Fax：042―377―7609

〒206―0812  稲城市矢野口１７５３
http://www.yanokuchi.ed.jp

エイトピア工房稲城市社会
福祉協議会

生徒会執行部の手づくり募金箱

保育園での体験ボランティア

生徒会執行部の皆さん

点訳ボランティアの体験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

「
２
０
１
６
夏
！

 

体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

 

事
前
説
明
会
参
加
者
募
集

　

若
葉
総
合
高
校
の
生
徒
会
執
行
部
の
皆
さ
ん

が
、
４
月
21
日
・
22
日
の
２
日
間
、
校
内
で
熊

本
地
震
義
援
金
の
募
金
活
動
を
実
施
さ
れ
、
寄

せ
ら
れ
た
２
万
５
８
９
４
円
を
お
預
か
り
し
ま

し
た
。

　

募
金
を
主
導
さ
れ
実
施
し
た
生
徒
会
執
行
部

の
皆
さ
ん
及
び
募
金
に
協
力
い
た
だ
い
た
先

生
・
生
徒
の
皆

さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

お
預
か
り
し

た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
熊
本

へ
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

熊
本
地
震
義
援
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
（
東
京
都
立
若
葉
総
合
高
等
学
校
生
徒
会
執
行
部
）

　

今

年

も

「
夏
！
体
験
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
実
施
し
ま

す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
初
め

て
と
い
う
方
、

興
味
の
あ
る

方
、
様
々
な
施

設
へ
行
っ
て
み

た
い
と
い
う
方

は
、
こ
の
機
会

に
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　

中
学

生
以
上

▽�

日
時　

7
月

13
日
㈬
午
後

４
時
30
分
〜

６
時

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

▽
費
用　

無
料

※
保
険
料
と
し
て
300
円
必
要（
中
学
生
は
無
料
）

※�
保
育
園
希
望
者
は
検
体
費
用
と
し
て
420
円
必

要
▽
期
間　

７
月
25
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

▽�

活
動
先　

市
内
保
育
園
、
高
齢
者
施
設
、
障

害
者
施
設
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
ほ
か

文
字
情
報
を
音
声
で

聞
か
れ
る
方
へ
。

コ
ー
ド
の
専
用
読
取
装
置
を
使
用
し
て
音
声
コ
ー
ド
を
聞
か
れ
る
方
は
、
稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
係　

電
話
０
４
２‒
３
７
８‒

３
３
６
６

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
専
用
読
取
装
置
用
の
穴
開
け
を
し
た
誌
面
を
直
接
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

開所日時　月〜金曜日：午前9時30分〜午後4時
　　　　　第１・3水曜日：午前9時30分〜午後12時30分
　　　　　※祝日・年末年始は休業
所 在 地　平尾1－9－1　複合施設ふれんど平尾内
電　　話　042－350－1891（ファックス兼用）
アドレス　eightpia@inagishakyo.org
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陽だまり喫茶稲城市社会福祉協議会

心身にハンディがある方々が元気に働いています。
メニューも豊富に取り揃えて

皆さまのご来店をお待ちしております。
営業日時　午前10時～午後4時
　　　　 (ただし第1・3・5月曜日、祝日、年末年始は休業)
所 在 地  向陽台6－7城山文化センタ―内
電話（FAX）  042－379－5231

ペアウェル多摩川
介護付き有料老人ホーム

まずは体験入居からいかがですか？
個別見学相談開催しております。

〒206－0802 稲城市東長沼665　www.pearwell.co.jp

ペアウェル多摩川　0120－708－108（担当：猪野）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

�
Inform

ation

目
の
不
自
由
な
方
へ

　

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
ご

協
力
に
よ
り
「
点
訳
物
」「
音
訳
Ｃ
Ｄ
」
を
無

料
で
お
届
け
し
ま
す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
◆

　
　
　

ち
ょ
い
ボ
ラ
募
集
中
‼

◆
助
成
金
情
報
◆

　

一
般
財
団
法
人
松
翁
会

「
平
成
28
年
度
社
会
福
祉
助
成
事
業
」

◇
プ
チ
ハ
ン
ズ
◇

　

プ
チ
ハ
ン
ズ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
講
師
と
な
り
、
月
１
回
行
っ
て
い
る
手

芸
の
講
習
会
で
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽�

助
成
対
象　

社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
を
行

う
民
間
の
法
人
、
団
体
な
ど

　

◦�

障
害
者
の
福
祉
向
上
、
難
病
、
虐
待
防
止

等
の
案
件

　

◦�

明
確
な
企
画
に
基
づ
く
事
業
で
具
体
的
な

計
画
を
持
つ
こ
と

　

◦�

推
進
体
制
が
確
立
し
て
お
り
、
自
己
資
金

の
調
達
の
努
力
を
し
て
い
る
こ
と

　

◦
先
駆
的
、
開
拓
的
事
業
を
優
先
す
る

　

◦
研
究
助
成
は
対
象
外
と
す
る

▽�

助
成
対
象
期
間　

平
成
29
年
3
月
末
ま
で
に

終
了
予
定
の
単
年
度
事
業

▽
助
成
金
額

　

1
件
あ
た
り
10
〜
60
万
円

▽
応
募
締
切

　

7
月
末
日
（
必
着
）

▽�
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書
を
市
社
協
な
ど

の
推
薦
を
得
て
、左
記
に
郵
送
す
る
。（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�

〒
100‒

0004　

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
１‒

５

‒

５
大
手
町
タ
ワ
ー
地
下
１
階

　

一
般
財
団
法
人
松
翁
会　

事
務
局

　

社
会
福
祉
事
業
部　

助
成
係

　

電
話　

03-

３
２
０
１‒

３
２
２
５

　

http://shouohkai.or.jp

７
月
は
“
手
帳
カ
バ
ー
”
を
作
り
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
27
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

▽
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
持
ち
物　

裁
縫
用
具

９
月
は
“
八
角
形
の
コ
ー
ス
タ
ー
”
を
作

り
ま
す
。

▽�

日
時　

９
月
28
日
㈬
午
後
1
時
30
分
〜

▽�

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

▽�

持
ち
物　

裁
縫
用
具

※
材
料
費
が
若
干
か
か
り
ま
す
。

※
８
月
は
お
休
み
で
す
。

文
字
情
報
を
音
声
で

聞
か
れ
る
方
へ
。

コ
ー
ド
の
専
用
読
取
装
置
を
使
用
し
て
音
声
コ
ー
ド
を
聞
か
れ
る
方
は
、
稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
係　

電
話
０
４
２‒

３
７
８‒

３
３
６
６

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
専
用
読
取
装
置
用
の
穴
開
け
を
し
た
誌
面
を
直
接
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

高
齢
や
障
害
な
ど
に
よ
り
、
日
常
の
こ
と
で

お
困
り
の
方
に
対
し
て
、
ゴ
ミ
出
し
や
電
球
交

換
、
家
具
の
移
動
な
ど
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
「
ち
ょ
い
ボ

ラ
」
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

気
軽
に
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
方
は
、

是
非
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
近
所
で
ち
ょ
い
ボ
ラ
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た

ら
連
絡
・
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

378‒

３
８
０
０

※�
７
月
13
日
に
参
加
で
き
な
い
方
は
、
７
月
16

日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
う
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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汚泥の撤去作業

リニューアルした喫茶陽だまり

イベントでのPR活動

ゆう芳の里での畑作業

　
進
展
が
見
ら
れ
た
事
業

　
課
題
を
残
し
た
事
業

平
成
27
年
度
の
事
業
と
決
算
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告
が
第
１
回
理
事
会
（
５
月
24
日
）
で
認
定
さ
れ
、

第
１
回
評
議
員
会
（
５
月
25
日
）
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告

し
ま
す
。（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

①
災
害
に
関
す
る
取
組
み

◦�

稲
城
市
受
託
事
業
の
「
防
災
倉
庫
等
整

備
点
検
等
事
業
」
の
実
施
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催
と
稲
城
市

の
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

◦�

職
員
を
対
象
と
し
た
防
災
倉
庫
の
備

品
・
備
蓄
品
の
説
明
会
と
非
常
時
参
集

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

◦�

市
民
、
行
政
職
員
、
当
協
議
会
職
員
に

よ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
」
を
運
行

し
、
茨
城

県
常
総
市

へ
の
被
災

地
支
援
活

動
を
行
い

ま
し
た
。

②
福
祉
協
力
店

◦�

33
事
業
所
を
対
象
に
今
後
の
提
案
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

③
障
害
者
相
談
支
援
事
業

◦�

生
活
相
談
と
し
て
延
べ
３
４
７
１
件
の

個
別
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

④
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

◦�

嘱
託
職
員
を
増
員
し
、
引
き
こ
も
り
が

ち
な
方
々
14
人
を
対
象
に
延
べ
234
回
の

訪
問
活
動
を
実
施
し
、
社
会
参
加
を
促

す
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

⑤
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
事
業

　
（
福
祉
有
償
運
送
事
業
）

◦�

事
業
要
綱
の
見
直
し
と
安
定
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た
め
、
４
人
の
運

転
協
力
員
の
増
員
を
行
い
ま
し
た
。

⑥
就
労
継
続
支
援
事
業

◦�

喫
茶
陽
だ
ま
り

（
城
山
文
化
セ
ン

タ
ー
）
の
改
修
工

事
を
実
施
し
、
明

る
い
雰
囲
気
の

喫
茶
ス
ペ
ー
ス

へ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
と
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
環

境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

⑦
は
つ
ら
つ
ワ
ー
ク
稲
城

　
（
高
年
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
）

◦�

事
業
周
知
に
努
め
、
新
規
求
職
者
数
は

280
人
の
目
標
に
対
し
て
313
人
、
自
所
受

求
人
数
は
400
件
の
目
標
に
対
し
て
554
件

と
大
き
く
目
標
を
超
え
ま
し
た
。

⑧
介
護
保
険
事
業

◦�

介
護
保
険
法
の
地
域
支
援
事
業
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

⑨
会
員
募
集

◦�

地
域
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

し
、
社
協
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
５
６
５
万
７�

千
円
の
実
績

で
、
前
年
比
で

は
マ
イ
ナ
ス

２
％
強
の
微
減

と
な
り
ま
し

た
。

⑩
適
切
な
情
報
開
示

◦�

当
協
議
会
経
理
処
理
を
新
会
計
基
準
に

移
行
し
て
2
年
目
と
な
り
、
多
岐
に
わ

た
る
社
協
事
業
に
つ
い
て
よ
り
分
か
り

や
す
い
情
報
開
示
の
工
夫
に
努
め
ま
し

た
。

◦�

財
務
状
況
の
見
直
し
を
も
と
に
、
新
た

な
積
立
金
の
設
置
規
程
を
新
設
し
、
よ

り
適
切
な
経
営
を
目
指
し
ま
し
た
。

①
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

◦�

専
門
員
の
欠
員
、
生
活
支
援
員
の
不
足

な
ど
か
ら
、
利
用
者
へ
の
支
援
自
体
は

確
実
に
行
っ
た
も
の
の
、
当
初
の
目
標

と
し
て
い
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
充
分
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

②�

障
害
者
生
活
介
護
・
就
労
継
続
支
援
事

業
◦�

利
用
者
の
工
賃

ア
ッ
プ
を
目
指

す
中
で
、
ゆ
う

芳
の
里
の
活
用

と
新
た
な
作
業

の
模
索
を
目
標

と
し
ま
し
た
が
、

職
員
の
欠
員
が
あ
り
、
従
来
か
ら
の
作

業
に
追
わ
れ
た
た
め
、
新
規
事
業
の
検

討
、
実
施
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

③
税
額
控
除
に
関
す
る
取
組
み

◦�

会
員
拡
充
へ
の
取
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
当
協
議
会
へ
の
寄
付
、
会
費
の
税

額
控
除
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
手
続
き
を
進
め
る
予
定
で
し
た

が
、
条
件
に
あ
う
会
員
制
度
の
整
理
に

至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
持
越
し
の

課
題
と
な
り
ま
し
た
。

④
地
域
懇
談
会
の
実
施

◦�

社
協
へ
の
理
解
を
広
め
、
住
民
と
の
地

域
課
題
の
共
有
、
協
働
の
取
組
み
契
機

と
し
て
地
域
懇
談
会
実
施
を
計
画
し
ま

し
た
が
、
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑤
第
４
次
住
民
活
動
計
画

◦�

中
間
の
ま
と
め
と
し
て
の
未
実
施
事
業

の
洗
い
出
し
、
事
業
効
果
の
検
証
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。



い な ぎ 社 協 だ よ り 平成28年7月1日

7

第152号

相談の種類 内　　容 日　　程 時間 予約

心配ごと相談 民生・児童委員が生活の中で困っていること、悩ん
でいることをうかがいます 毎月第１・３水曜日 10：00〜

12：00 不要

高齢者・障害者の
ための法律相談 弁護士が権利擁護に関する相談をお受けします 毎月第３水曜日 13：30〜

16：30 要

ピアカウンセリング 同じ障害を持つ相談員が「仲間」として、悩み事
をうかがいます

予約時に日程はご相
談ください。

13：00〜
16：00 要

ひとり親家庭カウン
セリング相談

カウンセラーがひとり親家庭の方を対象にしたカ
ウンセリングを行います 毎月第２・４土曜日 13：00〜

16：00 要

心の悩み相談 相談支援専門員が本人、家族の心の悩みやひきこ
もりに関する相談をお受けします

予約時に日程はご相談くださ
い。 要

※相談で伺ったプライバシーに関する秘密は厳守します。※相談は全て無料です。

心温まるご寄付に感謝いたします心温まるご寄付に感謝いたします心温まるご寄付に感謝いたします 平成28年４月１日から平成28年５月31日まで

◦資金収支計算書（法人全体）◦ （単位：円）
科　　目 27年度 26年度 増減

事業活動収入 382,649,816 380,402,046 2,247,770
事業活動支出 371,145,694 351,389,722 19,755,972
収支差額 11,504,122 29,012,324 ▲ 17,508,202

施設整備等収入 1,260,000 0 1,260,000
施設整備等支出 9,708,698 7,116,227 2,592,471
収支差額 ▲ 8,448,698 ▲ 7,116,227 ▲ 1,332,471

その他の活動収入 9,672,820 80,000,000 ▲ 70,327,180
その他の活動支出 11,455,713 91,343,726 ▲ 79,888,013
収支差額 ▲ 1,782,893 ▲ 11,343,726 9,560,833

予備費支出 0 0 0
当期資金収支差額合計 1,272,531 10,552,371 ▲ 9,279,840
前期末支払資金残高 115,927,353 105,374,982 10,552,371
当期末支払資金残高 117,199,884 115,927,353 1,272,531

◦貸借対照表（法人全体）◦ （単位：円）
科　　目 27年度 26年度 増減

流動資産 143,120,144 135,979,236 7,140,908
固定資産 335,197,422 332,020,033 3,177,389
基本財産 1,000,000 1,000,000 0
その他固定資産 334,197,422 331,020,033 3,177,389
資産の部合計 478,317,566 467,999,269 10,318,297

流動負債 25,764,197 19,903,546 5,860,651
固定負債 193,699,520 188,078,360 5,621,160

負債の部合計 219,463,717 207,981,906 11,481,811
基本金 1,000,000 1,000,000 0
基金 80,267,249 80,267,249 0
国庫補助金等特別積立金 27,102,155 23,287,864 3,814,291
その他の積立金 17,194,367 21,043,244 ▲ 3,848,877
次期繰越活動収支差額 133,290,078 134,419,006 ▲ 1,128,928

純資産の部合計 258,853,849 260,017,363 ▲ 1,163,514
負債及び純資産の部合計 478,317,566 467,999,269 10,318,297

収入合計 382,649,816 円

支出合計 371,145,694 円

平成27年度収入支出概要
（資金収支計算書事業活動収支）

会費1%
寄付金2%

就労支援事業2％
その他1%

事業収入
3％

障害福祉
サービス等事業

44％
補助金
33％

人件費
76%

事業費
12%

事務費6%

就労支援事業2%
助成金3% その他1%

受託金
14％

◦須藤清晃◦中村達也◦山川常雄◦匿
名６件

合計：137,441円
寄 付 者 〔東長沼〕明治神宮崇敬会稲城支部婦人部

〔坂　浜〕株式会社冨永農場
〔押　立〕中島富子
〔若葉台〕若葉台小学校　　匿名３件

物品寄付者

●相談場所　稲城市福祉センター（稲城市百村７番地）１階　第１相談室
●予 約 先　稲城市社会福祉協議会　電話 042−378−3366 ＦＡＸ 042−378−4999

稲城市社会福祉
協議会専門相談

お知らせ 当協議会への寄付金は、所得税の寄付金控除及び個人住民税（市民税・都民税）の寄付金税額控除の対
象になります。 ※お名前の掲載をご了解いただいた方のみ掲載しています。（敬称略）
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稲城長沼
至立川 至川崎

至調布京王相模原線

至若葉台

川崎街道

N
第３小学校

不動産屋

第1中学校

みずほ銀行

鶴川街道

中央文化
センター

稲城市地域
振興プラザ

稲城市役所

稲城駅前郵便局

ガスト

三沢川

JR南武線

稲城

稲城市福祉センター

Ｐ

総務係 soumu@inagishakyo.org� ☎042–378–3366
総務・福祉センター管理・貸付事業

地域福祉係（ボランティアセンター）vc@inagishakyo.org� ☎042–378–3800
会員募集・ふれあいセンター・歳末たすけあい運動・防災倉庫整備事業

福祉権利擁護センター「あんしん・いなぎ」kenri@inagishakyo.org� ☎042–378–5459
地域福祉権利擁護事業・成年後見制度

在宅支援係 zaitaku@inagishakyo.org� 042–379–3722
相談支援☎042―378―3318／地域活動支援センター☎042―370―2480／ハンディキャブ☎042―378―8426／ヘルパーステーション☎
042―378―8211／ファミリー・サポート・センター☎042―378―5551

通所事業係
生活介護事業・就労継続支援事業●通所訓練室・梨の郷 ☎042―379―3201 tsuusho@inagishakyo.org ●エイトピア工房（焼き菓子、パン
の製造・販売等）　稲城市平尾1―9―1 複合施設ふれんど平尾内　☎/ 042―350―1891 eightpia@inagishakyo.org ●ゆう芳の里　稲城市坂
浜3165―3●喫茶 陽だまり（喫茶店）　稲城市向陽台6―7　城山文化センター内　☎/ 042―379―5231 hidamari@inagishakyo.org 

高年齢者無料職業紹介所「はつらつワーク稲城」hatsuratsu@inagishakyo.org� ☎042–379–1333／ 042–370–2321
稲城市東長沼2112―1　稲城市地域振興プラザ4F

〒206-0804　稲城市百村７ 稲城市福祉センター内　☎042―378―3366　 042―378―4999

各係の直通電話・E-mailをご利用ください。社会福祉法人 稲城市社会福祉協議会 E-mail soumu@inagishakyo.org　HP http://inagishakyo.org

24時間365日態勢

http://www.inabou.co.jp　東京都稲城市東長沼2113－5
TEL. 042（377）6667　FAX. 042（377）6698

住宅用火災警報器や防犯カメラも安全・安心　誠実対応の私どもにお任せ下さい
価格も納得出来るまで調査し、最後にご相談ください　消防設備の事なら全てお任せ下さい

専門担当者が各種ご相談に丁寧に対応致しますので、お気軽にご相談ください
　☆共同購入のご相談　☆現地調査のご相談　☆その他全て誠実に対応させて頂きます

有限会社　稲城防災設備ボ
ク
は
Ｔ
Ｖ
で
お
馴
染
み
の

コ
ツ
メ
カ
ワ
ウ
ソ
の
小
次
郎
で
す

音楽ボランティア「風の音」
川﨑　恭子さん

施設での演奏活動

　

音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
風
の
音
」
は
、

発
足
し
て
11
年
目
を
迎
え
ま
す
。
発
足
当

初
は
、
周
り
の
多
く
の
方
々
の
手
助
け
を

受
け
て
、
や
っ
と
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
ま
で
続
け
て
こ
ら

れ
た
こ
と
を
、
当
時
の
方
々
や
周
り
の
人

達
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
風
の
音
」
は
、
当
初
小
さ
な
オ
カ
リ
ナ

（
陶
器
で
出
来
た
笛
）
を
持
っ
て
、
高
齢
者

施
設
な
ど
で
訪
問
演
奏
を
し
て
い
ま
し
た
。

活
動
を
重
ね
る
毎
に
、
も
っ
と
楽
し
い
訪

問
の
方
法
は
な
い
か
と
、
試
行
錯
誤
の
末
、

訪
問
ス
タ
イ
ル
も
ア
レ
ン
ジ
し
て
活
動
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
オ
カ
リ
ナ
だ
け

で
な
く
リ
コ
ー
ダ
ー
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
カ

ス
タ
ネ
ッ
ト
と
楽
器
を
増
や
し
、
に
わ
か

歌
手
も
仕
立
て
ま
し
た
。
演
奏
を
聞
い
て

も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
歌
い
楽
し

い
時
間
を
共
有
で
き
た
ら
と
、
歌
詞
カ
ー

ド
を
作
り
、
楽
器
の
演
奏
に
歌
も
取
り
入

れ
練
習
も
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
施
設
や
障
害
者
施
設
の
幅
広
い

年
齢
層
の
方
々
と
音
楽
を
通
じ
て
交
流
出

来
る
こ
と
、
歌
っ
た
り
お
し
ゃ
ベ
リ
し
た

り
と
、
い
い
時
間
を
過
ご
せ
て
い
る
こ
と

を
、
さ
さ
や
か
な
成
果
と
し
て
会
員
皆
で

喜
ん
で
い
ま
す
。

　

時
に
は
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
い
い
の
か
迷
う
時
が
あ
り
ま
す
が
、

発
足
し
て
初
め
て
の
訪
問
先
で
の
緊
張
し

た
オ
カ
リ
ナ
演
奏
の
後
、「
た
っ
た
一
人
で

も
良
か
っ
た
よ
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、

大
成
功
。」
と
言
わ
れ
た
事
を
思
い
出
し
て

活
動
の
力
と
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
先
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
に

は
私
た
ち
も
楽
し
も
う
と
、
次
の
訪
問
に

向
け
、
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
ア
ニ
メ
か

ら
演
歌
ま
で
、
様
々

な
選
曲
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

普
段
は
、
中
央
文

化
セ
ン
タ
ー
で
練
習

し
て
い
ま
す
。

　

風
に
の
っ
て
歌
声

や
笑
い
声
、
オ
カ
リ

ナ
の
音
が
聞
え
て
き

た
ら
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

ピッ
ク
アッ
プ
！

稲
城　

ひ
と
・
ま
ち

ピッ
ク
アッ
プ
！

稲
城　

ひ
と
・
ま
ち

市
内
で
活
躍
す
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。


